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健 康 老人クラブ三大活動 友 愛 奉 仕  

～ 

仲
間
の
長
寿
を
祝
っ
て 

～ 

秋
の
さ
わ
や
か
な
日
差
し
の
も
と
、
近
江

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
恒
例
の
高
齢
者
大
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

会
場
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
さ
ん
が
多
数
参
集

さ
れ
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
互
い
の
健
康

と
長
寿
を
祝
い
合
い
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
こ
れ
ま
で
地
域
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
仲

間
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、「
近
江
わ
が
町
」
と
「
近
江
老
ク
連

の
歌
」
を
斉
唱
。 

そ
の
後
、
粕
渕
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
、
そ

し
て
仲
間
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。 

続
い
て
、
全
員
で
老
人
ク
ラ
ブ
の
信
条
を
唱

和
し
、「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
精
神
を
改

め
て
胸
に
刻
み
ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
米
寿
・
喜
寿
・
金
婚
を
迎
え

ら
れ
た
皆
さ
ま
の
代
表
者
に
お
祝
い
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
、
会
場
は
参
加
者
か
ら
の
拍

手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
来
賓
の
米
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

吉
田
事
務
局
長
様
か
ら
心
温
ま
る
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
最
後
に
、
受
賞
者
代
表
宮
野
節
児

様
よ
り
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
感
謝
と
今
後
の

健
康
へ
の
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
盛
会
の
う
ち
に

大
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
仲
間
と
と
も
に
笑
顔
あ
ふ
れ

る
毎
日
を
重
ね
て
い
け
ま
す
よ
う
に…

。 

第48回 近江高齢者大会 
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♪ 

第
二
部 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

マ
ン
ド
リ
ン
演
奏 

♪ 

高
齢
者
大
会
の
第
二
部
で
は
「
マ
ン
ド

リ
ー
ノ
洋
」
に
よ
る
十
三
名
の
マ
ン
ド
リ

ン
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

澄
ん
だ
音
色
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が

り
、
心
和
む
曲
や
懐
か
し
い
曲
、
思
わ
ず

口
ず
さ
み
た
く
な
る
歌
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
続
き
ま
し

た
。 

会
場
の
皆
さ
ん
は
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て

手
拍
子
を
打
ち
、
一
緒
に
歌
う
場
面
も
あ
り
、

終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

美
し
い
音
色
と
と
も
に
、
心
温
ま
る
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

（
教
養
部
） 

  

高
齢
者
大
会
に
先
立
ち
米
原
市
老
ク
連

功
労
者
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

北

村

清

さ

ん

は

長
年
に
わ
た
り
シ
ニ

ア
会
会
長
と
し
て
会

の
育
成
発
展
に
寄
与

さ
れ
、
現
在
も
会
の

指
導
者
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

北

村

せ
つ
子
さ

ん

は
長
年
に
わ
た
り
世

継
福
寿
会
や
近
江
老

ク
連
で
女
性
部
長
と

し
て
会
の
育
成
発
展

に
寄
与
さ
れ
、
現
在

も
会
の
サ
ポ
ー
ト
役

と
し
て
活
躍
さ
れ
て 

い
ま
す
。 

米 寿 
昭和 13 年生まれ 

多和田 
北川 きよ 北川 敏子 北川富美子 北川 久子 

土川 恵章 雨森 三郎 篠田 英一 原田 義昭 

能登瀬 
木田  稔 宮野久兵衛 古野 忠良 木田てる子 

高居 利彦 吉岡 由子 古野美津留  

宇賀野 川崎 正子 北川千代子 川崎  武 豊田 淑美 

世 継 北村新太郎 北村 悦子 北村 幸子 佐々木喜久子 

個人会員 宮口 静子    

喜 寿 
昭和 24 年生まれ 

多和田 北川 光子 原田 民子 北川 昭男 筒井 愛子 

能登瀬 上田 三郎 宮野 宗和 宮野 節児 北川喜代司 

高 溝 粕渕 満子    

母の郷 田中ちづ子    

長 沢 

沢 

中川 末次 高橋勘太郎 中川 里枝  

宇賀野 
椋田 愛子 谷村 明子 谷村 勘一 遠藤 謙一 

田中美和子 三田村隆夫 堤  正純 北村 秀雄 

世 継 北村 清則 北村せつ子   

個人会員 北川  保 林  とく 山田 正子  

白 寿 
昭和 2 年生まれ 該当なし 

金 婚 
昭和 50 年結婚 

多和田 原田行人   礼子 高 溝 粕渕宏昭   早苗 

今年お祝いを受けられた方々です 
おめでとうございます 

（順不同 敬称略） 

米

原

市

老

ク

連

功

労

者

表

彰 

近
江
母
の
郷
Ｎ
Ｔ
シ
ニ
ア
会 

北
村 

清
さ
ん 

世
継
福
寿
会 

 

北
村 

せ
つ
子
さ
ん 
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～ 
枯
れ
な
い
お
花
で 

和
の
ア
レ
ジ
メ
ン
ト
を
作
ろ
う 

～ 

11
月
12
日
、
女
性
部
友
愛
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
へ
の
温
か

な
思
い
や
り
を
込
め
て
、
各
単
老
に
友
愛
訪

問
用
の
靴
下
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
迎
え
る
寒
い
季
節
に
向
け
て
、
心

も
体
も
温
ま
る
贈
り
物
と
し
て
喜
ば
れ
そ

う
で
す
。 

続
い
て
行
わ
れ
た
お
花
教
室
で
は
、
生
花

を
特
殊
加
工
し
た
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ

ー
を
使
い
、「
和
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
づ

く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。 

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
は
手
入
れ
が

不
要
で
、
美
し
さ
を
長
く
保
つ
花
と
し
て
人

気
が
あ
り
ま
す
。
花
を
す
ぐ
に
用
意
で
き
な

い
時
や
、
真
夏
の
暑
い
時
期
で
も
飾
っ
て
楽

し
め
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
皆
様
が
興
味
深

く
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

           

参
加
し
た
46
名
の
会
員
は
、
思
い
思
い

に
花
の
色
や
配
置
を
工
夫
し
な
が
ら
、
世
界

に
一
つ
だ
け
の
作
品
を
完
成
。 

出
来
上
が
っ
た
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
手
に
、

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
記
念
撮
影
す
る

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、

花
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。 

（
厚
生
友
愛
部
） 

  ～ 

神
田
山
公
園 

神
田
パ
ー
キ
ン
グ
編 

～ 

9
月
29
日
、
や
す
ら
ぎ
ハ
ウ
ス

を
出
発
し
、
神
田
山
公
園
か
ら
神
田

山
山
頂
へ
。
山
頂
か
ら
は
秋
の
空
気

を
感
じ
な
が
ら
歩
き
、
ハ
ス
が
一
面

に
広
が
る
神
田
溜
池
に
立
ち
寄
り

ま
し
た
。
静
か
な
水
面
に
揺
れ
る
ハ

ス
が
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。 

昼
食
は
神
田
パ
ー
キ
ン
グ
で
と

り
、
帰
路
は
別
ル
ー
ト
を
歩
き
、 

や
す
ら
ぎ
ハ
ウ
ス
へ
帰
っ
て
き
ま

し
た
。 

～
伊
吹
せ
ん
ろ
み
ち 

杉
沢
勝
居
神
社
編
～ 

10
月
23
日
、
ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ
を

出
発
し
、
長
岡
北
か
ら
「
伊
吹
せ
ん

ろ
み
ち
」
へ
入
り
ま
す
。
こ
こ
は
平

成
11

年
ま
で
、
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト

が
機
関
車
で
資
材
を
運
ん
だ
専
用

線
跡
で
す
。
廃
線
後
は
、
遊
歩
道
と

し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
を
感

じ
る
道
を
辿
り
な
が
ら
歩
き
、
終
点

の
ジ
ョ
イ
伊
吹
で
昼
食
。 

帰
路
は
杉
沢
の
勝
居
神
社
を
経
由

し
、
ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ
へ
帰
り
ま
し
た
。 

～ 

泉
神
社 

ビ
ッ
グ
ブ
レ
ス
編 

～ 

11

月
20
日
、
ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ
を
出

発
し
、
杉
沢
の
大
ケ
ヤ
キ
を
見
学
。 

樹
齢
６
０
０
年
、
幹
周
5.1
ｍ
の
巨
木

は
ま
さ
に
地
域
の
守
り
神
の
よ
う
な
存
在

で
し
た
。 

続
い
て
「
昭
和
の
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ

た
泉
神
社
湧
水

を
訪
れ
、
清
ら
か

な
湧
き
水
を
味

わ
い
ま
し
た
。 

最
後
は
「
ビ
ッ

グ
ブ
レ
ス
」
へ
。 

伊
吹
山
麓
に
あ

る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
施
設
で
、
恐

竜
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
目
印
。
テ

ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル

ス
な
ど
の
遊
具

が
並
び
、
自
然
の

中
で
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
や
ス
ポ
ー

ツ
も
楽
し
め
、
家

族
連
れ
に
人
気
。

歩
き
の
疲
れ
を

癒
す
時
間
と
な

り
ま
し
た
。 

歩
い
て
い
る

と
イ
チ
ョ
ウ
の

黄
葉
も
見
ら
れ

秋
の
深
ま
り
を

満
喫
し
た
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
と
な

り
ま
し
た
。 

女

性

部

友

愛

教

室

開

催 

近 

江 

歩 

こ 

う 

会 

ビッグブレス  にて 
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令和８年度 米原市内全域の老人クラブを受け入れる  

新たな体制でスタートします

・提出期限 令和８年２月26日（近江老ク連まで） 

・応募内容 米原市老人クラブ連合会の愛称、何点でも可 

 その愛称を考えた理由や思いがあれば 

 氏名、住所、電話番号 

・資  格 問いませんが米原市に愛着がある方 

・賞 理事会において協議して決定します 

 採用者には薄謝を贈呈します 

 採用された愛称は米原市老人クラブ連合会に 

・発  表 次回の広報紙 帰属します 

 

 

近 江 
老人クラブ連合会 

米原市 
老人クラブ連合会 

 

 

令和 8 年度から、私たち近江老人クラブ連合会は新たに組織の活性化を図ることを目的に市内全

域の老人クラブが加入できる「米原市老人クラブ連合会」として新たな体制でスタートいたします。 

これからも笑顔をつなぎ合い、元気に支え合う、明るく温かな地域づくりを進めてまいります。 

 

 

新体制  米原市老人クラブ連合会の 
「愛称」を募集します 

参加者募集中！ 今年度の実績 

「近江歩こう会」実施中 

 
・第１回４月 
彦根芹川 平田川桜並木と彦根城 

・第２回５月 
米原青岸寺と湯谷神社 

・第３回６月 
中山道と醒井宿 

・第４回９月 
神田山公園と神田パーキング 

・第５回10月 
伊吹せんろみちとジョイ伊吹（写真） 

・第６回11月 
大清水泉神社と大野木ビッグプレス 

 
・第７回（12月）は今年最後の締めくくりとして
歩こう会全員でモルック大会を行う計画をして
います。 

 
来年度も楽しく歩けるルートを探し、歩こう会を
実施します。予約はいりません。 

お問い合わせは近江老ク連へ 

今年度の実績 

地元の歴史や民俗学の研究者が、わかりやすく、興味深く、楽しく学べる内容でお届けします。 

 

・第１回 ４月 近江の蚊帳と筵（むしろ）について ・場 所 やすらぎハウス 

・第２回 ５月 神功皇后と息長氏 ・時 間 13時30分から14時30分（予定） 

・第３回 ６月 近江のレンゲ栽培と高溝モモに ・参加費 無料 ※事前予約の必要はありません 

・第４回 ７月 壬申の乱と息長氏 ついて ・講 師 粕渕宏昭さん 高居芳美さん 

・第５回 ８月 高溝唐箕について  

・第６回 ９月 近江地区の縄文から弥生へ  

・第７回10月 蝋とローソクについて 愛称応募・歴史と文化講座・近江歩こう会 

・第８回11月 枡の話 についてのお問い合わせは 

・第９回12月 旧近江町の古墳（予定） 近江老人クラブ連合会  52-4393 

・第10回１月 絵ビラ、引札について（予定） 

 

「歴史と文化講座」開講中 


